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『雪みちについて』出前講座

あおもり雪国懇談会では、「雪みち観察隊」として、平成17年度から「バス
停オアシス化計画」として、バス停の待ち時間に誰でもボランティアで雪かた
づけができるようにと、融雪歩道沿いのバス停にスコップを設置する活動を
行っています。
今年度は15回目となる「バス停オアシス化計画」の記念事業として、橋本小

学校・長島小学校の児童の皆さんにバス停へのスコップ設置の際に掲示される
ポスターを描いてもらい、９つのバス停へ設置します。
今回、ポスターの作成に併せて、７月１６日（火）、橋本小学校全校児童３

６名の皆さんが、雪国ならではの出前講座「雪みちについて」を受講しました。
講座では、当事務所の若手職員が、歩行者・車それぞれの雪みちでの危険や

危険をなくすための対策、除雪機械や国交省での除排雪の仕事について説明し、
児童たちは真剣な表情で受講し、除雪機械の紹介では「すごい！」「大きな機
械！」などの感想も聞こえてきました。

２０１９．７．１６ 青森市立橋本小学校全校児童３６名が受講

お問合せ先：国土交通省 青森河川国道事務所 〒０３０－０８２２ 青森市中央三丁目２０－３８
地域づくり相談室 TEL017-734-4529 FAX017-722-2577

青森県の雪に関するクイズでは積極的に参加 除雪機械の紹介では驚きの声！

講 師

講座の最後に「私たちと一緒に安全な雪道にしていきましょう」と児童に呼びかけ、また、あおもり雪国懇談
会の事務局からは、３，４年生の児童に今回バス停へ掲示されるポスターの作成をお願いしました。ポスターに
は、除雪の苦労を吹き飛ばしてくれるような子供らしい発想を期待しています。
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